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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

国際理解教育や人権教育に取組む公民館が少なかったため目標には及ばなかった。

地域に住む外国籍住民との継続的な学びや交流の機会をさらに推進していきたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

各地区における課題意識の欠如

②改革

提案

意図的な学習や交流機会の提供を図る

87

総事業費①+② 426 224 1,560

人件費計（千円）② 0 1,338

235

正規職員所要時間 348

臨時職員所要時間

一般財源 426 224 222

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 426 224 222 235

25年度予算額 特定財源内訳、補足

235

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

(1)各地区で展開する市民と様々な国の人たちとの交流支援や国際理解

教室事業の実施

【東野】多文化教養講座【松尾】日中文化交流会【上久堅】多文化ふれあ

い交流会【竜丘】中国帰国者支援事業「好友会」日本語教室【山本】国際

ふれあい交流会、Yamamoto Internationalｔ友の会～おしゃべりⅠ～

(2)各地区で人権や平和感覚を醸成する学習交流活動の実施、支援

【橋南】福祉人権講演会「痴呆症への理解」【羽場】人権講座「いじめと向き

合う」【龍江】人権平和学習「戦争と平和を考える絵画展」【川路】人権教育

講座「聴覚障害と聴導犬の仕事」【伊賀良】「大江磯吉が目指した理想の

教育」

事業実施館数

延べ参加者数

10館

1,502人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・市内各地区で展開する市民と様々な国の人たちとの交流支援や国際理解教室事業の実施。

・市内各地区で人権や平和感覚を醸成する学習交流活動の実施、支援。

※この事業は前期基本計画（H19～23）で「人権・多文化学習事業」として施策25「共に歩む社会づくりの推進」に位置づく事業として展開し

てきたが、後期計画（H24～）からは地域内で相互理解や人権平和意識を高める学びと交流を深めることを主目的と整理して、施策28学習

交流活動の推進へ位置づける。当該事業は各地区公民館が展開する学級講座を内容とし、飯田市公民館が展開する事業は「人権平和・

多文化学習交流推進事業」として施策25に位置づける。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

参加者延べ人数（人） 2000 1502 2000 3000

119 130 140

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

講座開催数（回） 130

28年度見込み

飯田市の人口（人） 103947

意図（どういう状態

にするか）

身近な地域の中で相互の文化の違いや多様性の立場を

理解し、人権意識を高める学習と交流ができる

向上させたい上位施

策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 各地区住民(市民）

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 28 学習交流活動の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 公民館 係等名 学習支援係

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

地域の人権平和・多文化学習交流支援事業

28 事業№ 49 6平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


